
角野 泰次
すみの たいじ

昨日から来てます

電子部品メーカ長野県

情報シス部
トヨタ
生産方式



2

アジャイルプロ
セス協議会様
オブジェクト
倶楽部様



3

地方への
お心遣い

（連日開催）
に感謝



4

大事なこと



5

宣伝
してね

と言われましたので



6

Engineer Mind
Vol.2
発売中

「五十六メソッド」記事にして頂きました



7

5分の内容
で

7ページ!?



・・・では、

本編

いきます！



五十六メソッド
～褒めるの0円～

角野泰次



10

やってみせ



11

言って

聞かせて



12

やらせて

みせ



13

褒めてやら
ねば



14

人は

動かぬ



15

褒めてやら
ねば！



16

人は

動かぬ！



17

褒めてやら
ねば！！



18

人は

動かぬ！！



19

父、曰く
（酔うと口癖）



20

「山本

五十六だ！」



21

泰次！

知っとる
か？



22

知らんのか！

覚えとけ！



23

「ガハハッ！」



24



25

当時、12歳



26

イソロク？



27

知らんよ



28

小学生に

何言ってんだ？

このつるりんが



29

このつるりんです



30

「ガハハッ！」



31

父：泰久
居酒屋

チェーン経営
58歳



32

今は

わかるぞ

親父殿！



33

と、いうわけで



34

TDD
伝道術



35

山本五十六

フレームワーク

採用



36

長いので
あと、流行ってるから

以降、



37

「五十六

メソッド」



38

話は変わって、

少年時代



39

父つるりんより

スキーを習う



40

結構うまく

なりました



41

時は流れて

高校時代

16才



42

クラスの

仲間（男女）で

スキーに行く



43

みんなに

スキーを教えた



44

はじめての

五十六
メソッド



45

みんな

喜んで

くれた



46

女の子にも

ちょっと

モテた



47

彼女

できた



48

イソロク

サイコー



49

つるりん

サイコー



50

・・・

なんか

いいかも



51

時は流れて



52

大学時代

20才



53

バイトで

スキーの

イントラ



54

修学旅行の

小学生に

スキーを教えた



55

スキーの

先生は

ヒーロー！



56

スキー教室

当日、偶然

バレンタイン



57

小学生から

チョコの

プレゼント



58

・・・

悪くないね



59

そんな時



60

修学旅行で

高校生も

来る！



61

当時は

ハタチ

ですから！



62

ちょっと

楽しみ

（当時20才）



63

・・・実は

かなり期待

（当時20才）



64

イソロク
マジック
再び！？
（当時20才）



65

男子校

だった



66

でも

それはそれで、

楽しかった



67

野郎共

モチベは
非常に高い



68

だから

教えてて

楽しい



69

ちなみに

スキーを

教えるときは



70

まず、一緒に

ゴール

を決めます



71

<ゴール>
スキーが

うまくなる



72

そこから



73

一緒に
小目標へ

Break Down



74

<例>
ボーゲンで

曲がるとか、

止まるとか



75

あとは、

滑ってみせて



76

やり方

教えて



77

やらせてみて



78

出来たら

褒める



79

褒めると

喜ぶ



80

喜ぶと

こっちも

楽しい



81

お互い楽しい！

もっと

やりたくなる



82

以降

この繰り返しで



83

「五十六

メソッド」

完成



84

回り始めると

結構、簡単



85

難しいのは



86

最初の

掴み



87

ゴールへの
動機付け



88

当時の殺し
文句



89

スキーが

上手くなると

いいことあるよ



90

対 小学生



91

君もヒーロー

かっこいいぞ！



92

簡単！



93

男子高校生

の場合



94

もっと

簡単！



95

・・・彼女、

できるよ



96

取り組み

真剣



97



98

上達早い



99

メチャ

早い！



100

一方で、



101

チームとの

共感も大事



102

例えば



103

「先生も、

先月、彼女

にふられて
さ・・・」



104

チーム
一丸



105

妙な

連帯感



106

大切なのは



107

モチベーション



108

楽しくなるような

ゴールへの

動機付け



109

ゴールを

チームで

共有



110

一緒にTry



111

「結果」

については



112

先ず良くなった

部分

を共に喜ぶ



113

その後で

問題点

を良くする工夫



114

そうすると



115

互いの成長

を喜べる

環境ができて



116

この

繰り返しで



117

チーム

一丸



118

ゴールを

目指す・・・



119



120

五十六メソッド

実践手法

として・・・



121

ペア

プログラミング



122

TDD
+

ペアプロ



123

最強

チームへ



124

ところで、



125

大人
になると



126

他人を

褒めなくなる？



127



128

会社に
入ってから



129

ありがとう
とか



130

すごいね、
とか



131

上の人から

聞かない



132

給料もらって

いるのだから

やって当然？



133

それは、まあ

そうなん

ですけど・・・



134

ちょっと

もったいない



135

褒めるの

0円



136

褒めて

伸ばして



137

生産性

無限大


